
肝炎等克服緊急対策研究事業の近年の主な成果



●肝硬変を含めたウイルス性肝疾患の治療の標準化に関する研究(H19-21)

・B型及びC型慢性肝炎の詳細なガイドライン作成

●テーラーメイド治療を目指した肝炎ウイルスデータベース構築(H19-21)

・肝炎ウイルス統合データベースの構築

●インターフェロンの抗肝線維化分子機構の解明とその応用(H20-22)

・マウス星細胞の活性化時に変動するmicro RNAの抽出

●肝癌早期発見を目的とした分子マーカー及び画像診断システムの開発 (H20-22)

・肝癌の悪性度及び早期肝癌の新しい分子マーカー候補の検出

●ヒト肝細胞キメラマウスを用いた治療抵抗性の肝炎に関する研究(H20-22)

・治療抵抗性のC型肝炎モデル及び薬剤抵抗性のB型肝炎モデルの作成

●肝炎ウイルスの培養系を用いた新規肝炎治療法の開発(H19-2１)

・HCV感染に関わる複数の新たなHCV侵入阻害機構の解明

●肝炎状況・長期予後の疫学に関する研究(H19-21)

・「肝炎ウイルス検診」受診者、初回献血者の大規模集団における実態把握

肝炎等克服緊急対策研究事業の近年の主な成果

①肝炎治療の現状と治療薬開発の方向性に関するテーマ

②肝硬変治療の現状と治療薬開発の方向性に関するテーマ

③肝がん治療の現状と治療薬開発の方向性に関連するテーマ

④新しいウイルス性肝炎治療薬の開発に向けた基礎研究の方向性に関するテーマ

⑤肝炎等疫学研究に関連するテーマ



肝炎ウイルスの培養系を用いた新規肝炎治療法の開発

Ｃ型肝炎ウイルス（HCV）は慢性肝炎の原因ウイルスで、持続感染化して肝硬変、肝臓癌
に至る疾患を引き起こす。1989年にウイルス遺伝子が見つけられ、新たな感染は激減した。
しかし、ウイルス培養系が確立しなかったため、抗ウイルス薬開発が遅れてきた。我が国に
は未だに100-200万人のHCV感染者が存在すると推定されており、効果的な治療法の開発
が急務である。

2005年に我々の研究グループは世界に先駆けてHCVの培養系を確立した。本研究では
肝炎ウイルスの培養系を利用して、新規治療法の開発を目指した。
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研究の概要

研究の目的

Ｃ型肝炎の臨床経過
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